
ト
ヨ
タ
自
動
車
に
よ
る
オ
ー
プ
ン

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム

「
Ｔ
Ｏ
Ｙ
Ｏ
Ｔ
Ａ 

Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ
」が
始
動

　

ト
ヨ
タ
自
動
車
は
昨
年
12
月
７
日
、

オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム

「
Ｔ
Ｏ
Ｙ
Ｏ
Ｔ
Ａ 

Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ
」
を
発
表
。

特
設
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
を
公
開
し
、「
革

新
的
な
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
や
サ
ー
ビ
ス
と

共
に
未
来
の
モ
ビ
リ
テ
ィ
の
実
現
を
す

る
た
め
に
、
サ
ー
ビ
ス
の
開
発
を
行
う

技
術
者
や
研
究
開
発
者
な
ど
の
個
人
か

ら
チ
ー
ム
、
大
学
や
企
業
な
ど
の
団
体

と
広
く
共
同
開
発
の
テ
ー
マ
を
募
集
す

る
」
と
し
ま
し
た
。

　

同
社
に
よ
れ
ば
、「
現
在
、
日
本
で

は
少
子
高
齢
化
、
都
市
部
へ
の
人
口
集

中
、
地
方
の
過
疎
化
、
Ｉ
Ｔ
や
テ
ク
ノ

ロ
ジ
ー
の
発
展
等
、
様
々
な
変
化
が
起

こ
っ
て
い
る
。
企
業
と
し
て
は
、
そ
う

い
っ
た
環
境
の
中
で
多
様
化
し
て
い
く

お
客
様
の
ニ
ー
ズ
に
幅
広
く
、
そ
し
て

機
敏
に
対
応
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら

れ
る
と
考
え
る
。『
Ｔ
Ｏ
Ｙ
Ｏ
Ｔ
Ａ 

Ｎ

Ｅ
Ｘ
Ｔ
』
は
従
来
の
自
前
主
義
に
囚
わ

れ
る
こ
と
な
く
、
大
小
問
わ
ず
様
々
な

企
業
や
研
究
機
関
等
が
も
つ
新
し
い
ア

イ
デ
ア
、
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
、
ソ
リ
ュ
ー
シ

ョ
ン
や
、
す
で
に
サ
ー
ビ
ス
を
開
始
し

て
い
る
事
業
を
活
用
し
て
、
新
た
な
サ

ー
ビ
ス
を
共
同
開
発
し
て
い
く
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
る
」
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

募
集
テ
ー
マ
は
、
①
全
て
の
人
の
移

動
の
不
安
を
払
拭
す
る
安
全
・
安
心
サ

ー
ビ
ス
、
②
も
っ
と
快
適
で
楽
し
い
移

動
を
提
供
す
る
ク
ル
マ
の
利
用
促
進
サ

ー
ビ
ス
、
③
オ
ー
ナ
ー
の
ロ
イ
ヤ
ル
テ

ィ
を
高
め
る
愛
車
化
サ
ー
ビ
ス
、
④
ト

ヨ
タ
の
保
有
す
る
デ
ー
タ
を
活
用
し
た

Ｏ
Ｎ
Ｅ
to
Ｏ
Ｎ
Ｅ
サ
ー
ビ
ス
、
⑤
全
国

の
ト
ヨ
タ
販
売
店
を
通
じ
て
提
供
す
る

デ
ィ
ー
ラ
ー
サ
ー
ビ
ス
の
五
つ
。

　

応
募
資
格
は
「
ビ
ジ
ネ
ス
利
用
が
見

込
め
る
革
新
的
な
技
術
や
ソ
リ
ュ
ー
シ

ョ
ン
、
サ
ー
ビ
ス
の
開
発
を
行
っ
て
い

る
技
術
者
や
研
究
開
発
者
な
ど
の
個
人
、

お
よ
び
大
学
や
企
業
な
ど
の
団
体
」。

　

採
択
さ
れ
た
チ
ー
ム
は
Ｔ
Ｏ
Ｙ
Ｏ
Ｔ

Ａ
が
持
つ
様
々
な
ア
セ
ッ
ト
を
活
用
し

た
協
業
が
可
能
と
な
り
ま
す
。
具
体
的

に
は
、
①
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
・
コ
ネ
ク
テ

ィ
ッ
ド
カ
ー
か
ら
取
得
可
能
な
情
報
、

②
タ
ッ
チ
ポ
イ
ン
ト
・
デ
ィ
ー
ラ
ー
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
・
オ
ウ
ン
ド
メ
デ
ィ
ア

（toyota.jp

／
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
ア
カ
ウ
ン
ト

／
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
等
）、
③
製
品
／

サ
ー
ビ
ス
・
ス
マ
ー
ト
キ
ー
ボ
ッ
ク
ス

（
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
鍵
の
開
閉
等
が

で
き
る
装
置
）・
ト
ラ
ン
ス
ロ
グ
（
法

人
の
お
客
様
向
け
車
両
運
行
管
理
サ
ー

ビ
ス
）・i-RO

A
D

（
パ
ー
ソ
ナ
ル
モ
ビ

リ
テ
ィ
）・T

-Connect

（
ナ
ビ
等
を

利
用
し
た
通
信
サ
ー
ビ
ス
）・
Ｔ
Ｃ
ス

マ
ホ
ナ
ビ
ア
プ
リ
（
ス
マ
ホ
を
利
用
し

　「オープン・イノベーション」が
日本の未来の扉を開く鍵となっている。
　本稿ではトヨタ自動車のオープン
イノベーションプログラム「ＴＯＹＯＴＡ 
ＮＥＸＴ」、関西文化学術研究都市
（けいはんな学研都市）における取り
組みについてご紹介します。

けいはんな学研都市の中核施設・公益財団法人関西文化学術研究都市推進機構等が入居するけいはんなプラザ

オープンイノベーションが
未来の扉を開く



た
ナ
ビ
サ
ー
ビ
ス
）」
等
で
す
。

　

こ
れ
ま
で
多
額
の
研
究
開
発
費
を
投

入
し
、
自
前
主
義
を
貫
い
て
き
た
同
社

が
、
本
格
的
に
オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ

ョ
ン
に
取
り
組
む
と
い
う
こ
と
で
大
き

な
注
目
を
集
め
て
い
ま
す
。

＊「
Ｔ
Ｏ
Ｙ
Ｏ
Ｔ
Ａ 
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ
」
特
設

W
eb

サ
イ
ト
：https://toyotanext.jp/

＊
プ
レ
ス
リ
リ
ー
ス
：

http://new
sroom

.toyota.co.jp/en/
detail/14429020

オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と
は

　
「
オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
（
以

下
Ｏ
Ｉ
と
い
う
）」
と
は
、
２
０
０
３

年
に
、チ
ェ
ス
ブ
ロ
ー（H

enry W
illiam

 
Chesbrough

）
氏
に
よ
っ
て
提
唱
さ

れ
た
概
念
で
、「
組
織
内
部
の
イ
ノ
ベ

ー
シ
ョ
ン
を
促
進
す
る
た
め
に
、
意
図

的
か
つ
積
極
的
に
内
部
と
外
部
の
技
術

や
ア
イ
デ
ア
な
ど
の
資
源
の
流
出
入
を

活
用
し
、
そ
の
結
果
組
織
内
で
創
出
し

た
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
組
織
外
に
展
開

す
る
市
場
機
会
を
増
や
す
こ
と
」
と
定

義
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

具
体
的
に
企
業
に
あ
て
は
め
て
み
ま

す
と
、
技
術
等
の
提
案
を
受
け
る
側
の

大
企
業
に
と
っ
て
は
、
自
社
に
は
な
か

っ
た
新
し
い
ア
イ
デ
ア
、
テ
ク
ノ
ロ
ジ

ー
、
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
等
を
取
り
入
れ

る
こ
と
で
新
た
な
サ
ー
ビ
ス
を
共
同
開

発
し
て
い
く
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

一
方
、
技
術
等
を
提
案
す
る
側
の
ベ
ン

チ
ャ
ー
企
業
・
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
企
業

に
と
っ
て
は
、
大
企
業
が
提
供
す
る
ア

セ
ッ
ト
（
大
企
業
の
流
通
チ
ャ
ネ
ル
や

ブ
ラ
ン
ド
力
、
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
等
）
を

最
大
限
活
用
し
、
自
社
の
技
術
を
守
り

な
が
ら
、
さ
ら
に
技
術
力
を
向
上
さ
せ

ら
れ
る
チ
ャ
ン
ス
と
な
り
ま
す
。

Ｏ
Ｉ
が
注
目
さ
れ
る
て
い
る
背
景

　

平
成
28
年
５
月
13
日
経
済
産
業
省
産

業
技
術
環
境
局
が
取
り
ま
と
め
た
「
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
推
進
す
る
た
め
の
取

組
に
つ
い
て
」
の
中
で
「
我
が
国
の
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
現
状
と
課
題
」
が
以

下
の
よ
う
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
ま
す

（
以
下
抜
粋
）。

①
顧
客
価
値
の
獲
得
に
関
す
る
環
境
変

化
へ
の
対
応
の
遅
れ
：
グ
ロ
ー
バ
ル
化

の
進
展
や
市
場
の
成
熟
等
に
よ
り
顧
客

の
ニ
ー
ズ
は
多
様
化
し
、
Ｉ
Ｔ
化
に
よ

る
製
品
単
体
の
コ
モ
デ
ィ
テ
ィ
化
な
ど

も
重
な
っ
て
、
製
品
単
体
の
性
能
だ
け

で
価
値
を
生
み
出
す
こ
と
は
難
し
く
な

っ
て
い
る
。
し
か
し
、
多
く
の
日
本
企

業
に
お
い
て
は
、
新
た
な
顧
客
価
値
獲

得
の
た
め
の
環
境
変
化
に
対
応
が
追
い

つ
い
て
い
な
い
。

②
自
前
主
義
に
陥
っ
て
い
る
研
究
開
発

投
資
：
自
前
主
義
か
ら
の
脱
却
が
遅
れ

て
い
る
。
ま
た
経
営
シ
ナ
リ
オ
の
策
定

や
事
業
の
”選
択
と
集
中
“、
技
術
力

を
サ
ー
ビ
ス
や
製
品
周
辺
の
環
境
設
計

に
結
び
つ
け
る
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の
確

立
等
が
で
き
て
い
な
い
こ
と
も
あ
り
、

必
ず
し
も
研
究
開
発
投
資
が
事
業
化
・

企
業
収
益
に
つ
な
げ
ら
れ
て
お
ら
ず
、

事
業
構
想
か
ら
、
研
究
開
発
、
市
場
獲

得
・
開
拓
ま
で
を
通
じ
た
イ
ノ
ベ
ー
シ

ョ
ン
シ
ス
テ
ム
の
構
築
が
必
要
で
あ
る
。

③
企
業
に
お
け
る
短
期
主
義
：
国
際
競

争
激
化
に
よ
り
、
全
世
界
的
に
、
企
業

は
研
究
開
発
費
の
多
く
を
短
期
的
研
究

に
振
り
向
け
る
傾
向
に
あ
る
。
わ
が
国

に
お
い
て
も
、
民
間
企
業
の
研
究
開
発

投
資
の
傾
向
と
し
て
、
商
品
化
ま
で
３

〜
５
年
を
超
え
る
よ
う
な
中
長
期
の
研

究
開
発
投
資
に
対
す
る
意
識
は
低
い
お

そ
れ
が
あ
る
。

④
人
材
や
資
金
の
流
動
性
の
低
さ
：
人

材
面
に
お
い
て
、
わ
が
国
の
研
究
人
材

の
流
動
性
は
非
常
に
低
く
、
組
織
を
超

え
た
人
材
の
活
躍
が
い
っ
そ
う
求
め
ら

れ
て
い
る
。
ま
た
、
資
金
の
面
に
お
い

て
も
、
研
究
費
が
企
業
・
大
学
・
公
的

研
究
機
関
そ
れ
ぞ
れ
の
中
で
ほ
と
ん
ど

消
費
さ
れ
る
等
、
組
織
を
超
え
た
研
究

費
の
や
り
と
り
が
き
わ
め
て
限
定
的
で

あ
る
。

⑤
グ
ロ
ー
バ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
か
ら
の

孤
立
：
日
本
が
世
界
の
主
流
だ
っ
た
時

代
は
、
受
動
的
で
あ
っ
て
も
最
新
の
情

報
は
わ
が
国
に
集
ま
っ
て
き
た
が
、
今

や
海
外
企
業
に
集
ま
っ
て
い
る
と
い
わ

れ
る
。
実
際
、
研
究
者
の
国
際
的
な
流

動
化
に
お
い
て
、
わ
が
国
は
、
主
要
な

地
域
か
ら
外
れ
つ
つ
あ
り
、
ま
た
、
資

金
の
面
に
お
い
て
も
、
わ
が
国
で
使
用

し
た
研
究
費
に
占
め
る
海
外
か
ら
の
資

金
の
割
合
は
増
加
傾
向
に
は
あ
る
も
の

の
、
依
然
全
体
に
占
め
る
割
合
は
主
要

国
に
比
べ
て
大
幅
に
低
く
な
っ
て
い
る

等
、
わ
が
国
は
人
材
・
資
金
等
の
面
に

お
い
て
、
グ
ロ
ー
バ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

か
ら
孤
立
し
て
い
る
恐
れ
が
あ
る
。

　

こ
う
し
た
現
状
と
課
題
の
下
、「
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
出
に
向
け
た
方
向

性
」
と
し
て
、「
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の

創
出
の
た
め
に
は
、日
本
の
持
つ
強
み
、

優
位
性
を
活
か
し
た
戦
略
策
定
の
下
、

国
内
外
問
わ
ず
優
秀
な
人
材
・
技
術
を

確
保
・
流
動
化
し
な
が
ら
、
企
業
・
大

学
・
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
等
、
プ
レ
イ
ヤ

ー
の
垣
根
を
打
破
し
て
そ
れ
を
流
動
化

さ
せ
、
各
プ
レ
イ
ヤ
ー
が
総
じ
て
付
加

価
値
を
創
出
す
る
た
め
の
Ｏ
Ｉ
の
推
進

が
重
要
で
あ
る
」
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
Ｏ
Ｉ
が
重
要
で
あ
る
と

い
う
認
識
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
現
状
は

進
ん
で
い
る
と
は
い
え
ま
せ
ん
。

Ｏ
Ｉ
に
つ
い
て
の
現
状
調
査
結
果

　

平
成
27
年
度
経
済
産
業
省
企
業
の

研
究
開
発
投
資
性
向
に
関
す
る
調
査

（http://w
w
w
.m
eti.go.jp/m

eti_lib/
report/2016fy/000583.pdf

）
に
よ
れ



ば
、
Ｏ
Ｉ
の
重
要
性
が
増
し
て
い
る
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
半
数
以
上
の
企
業
が

10
年
前
と
比
較
し
て
Ｏ
Ｉ
が
活
発
化
し

て
い
な
い
状
況
で
あ
り
、
技
術
開
発
に

お
い
て
も
、
自
社
単
独
の
み
で
開
発
す

る
割
合
が
約
６
割
、
事
業
化
さ
れ
な
か

っ
た
技
術
等
が
そ
の
ま
ま
死
蔵
さ
れ
る

割
合
も
約
６
割
あ
る
等
、
Ｏ
Ｉ
が
進
ん

で
い
な
い
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
下
、
都
市
ぐ
る
み

で
Ｏ
Ｉ
を
機
軸
と
し
た
産
学
、
産
産
連

携
を
行
お
う
と
し
て
い
る
け
い
は
ん
な

学
研
都
市
で
の
取
り
組
み
を
ご
紹
介
し

ま
す
。

け
い
は
ん
な
Ｒ
＆
Ｄ

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム

　

け
い
は
ん
な
学
研
都
市
は
、
そ
の
構

想
か
ら
30
年
、
立
地
施
設
の
集
積
が
進

む
と
同
時
に
世
界
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
研

究
や
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
技
術
を
活
か
し
た

研
究
開
発
で
世
界
有
数
の
サ
イ
エ
ン
ス

シ
テ
ィ
と
し
て
成
長
し
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
・

開
発
成
果
を
活
か
し
た
新
し
い
事
業
や

産
業
の
創
出
は
、
一
企
業
だ
け
の
力
だ

け
で
は
も
は
や
困
難
で
あ
り
、産
学
、
産

産
連
携
に
よ
る
オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ

ョ
ン
を
基
軸
と
し
た
連
携
体
制
づ
く
り

が
必
須
と
な
る
と
の
認
識
か
ら
、
こ
の

問
題
を
解
決
す
る
た
め
の
組
織
「
け
い

は
ん
な
Ｒ
＆
Ｄ
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
コ
ン

ソ
ー
シ
ア
ム
」
を
昨
年
５
月
に
発
足
さ

せ
ま
し
た
。
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
の
活
動

は
大
き
く
二
つ
の
活
動
に
分
か
れ
ま
す
。

①
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ（
Ｗ
Ｇ
）活
動

　

未
来
の
事
業
分
野
ご
と
に
構
成
し
た

グ
ル
ー
プ
に
お
い
て
、
新
し
い
事
業
の

ア
イ
デ
ア
や
け
い
は
ん
な
の
立
地
を
活

か
し
た
フ
ィ
ー
ル
ド
検
証
に
よ
っ
て
コ

ン
セ
プ
ト
等
を
生
み
だ
す
活
動
。
議
論

の
中
か
ら
デ
ザ
イ
ン
理
論
の
手
法
を
取

り
入
れ
な
が
ら
新
テ
ー
マ
の
ア
イ
デ
ア

出
し
を
行
い
、
Ｗ
Ｇ
を
醸
成
し
て
い
く

「
新
テ
ー
マ
創
出
Ｗ
Ｇ
」、
企
業
ニ
ー
ズ

の
中
か
ら
将
来
に
わ
た
っ
て
産
業
界
を

支
え
て
い
く
の
に
必
要
な
教
育
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
企
画
し
、
提
供
し
て
い
く
「
人

材
育
成
Ｗ
Ｇ
」
の
活
動
を
特
徴
と
し
て

い
ま
す
。

　

２
１
０
７
年
２
月
９
日
現
在
、
中
核

機
関
２
、
企
業
45
、
連
携
・
協
力
機
関

７
、大
学
有
識
者
12
名
の
計
66
会
員
で
、

う
ち
、
28
会
員
が
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー

プ
（
Ｗ
Ｇ
）
に
参
画
し
て
い
ま
す
。
①

農
・
食
、
②
健
康
・
医
療
、
③
モ
ビ
リ

テ
ィ
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
④
新
テ

ー
マ
創
出
の
四
つ
の
ワ
ー
キ
ン

グ
で
、
共
同
研
究
開
発
テ
ー
マ

創
出
に
向
け
月
１
回
ペ
ー
ス
で

活
動
中
で
す
。
加
え
て
、
各
会

員
が
持
ち
帰
り
の
検
討
や
ネ
ッ

ト
活
用
の
検
討
も
な
さ
れ
て
い

ま
す
。
こ
れ
ら
を
、
３
人
の
デ

ィ
レ
ク
タ
ー
、
３
人
の
サ
ブ
デ

ィ
レ
ク
タ
ー
が
フ
ァ
シ
リ
テ
ー

ト
し
て
い
ま
す
が
、
ワ
ー
キ
ン

グ
形
成
の
段
階
は
無
償
で
行
わ

れ
て
い
ま
す
。

②
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
活
動

　

Ｗ
Ｇ
活
動
で
絞
り
込
ん
だ
テ

ー
マ
に
対
し
、
そ
の
コ
ン
セ
プ

ト
や
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
に
基
づ

い
た
プ
ロ
ト
タ
イ
プ
を
作
っ
て

Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
を
回
し
、

事
業
化
に
向
け
て
青
写
真
を
作

成
す
る
。
そ
れ
を
基
に
研
究
開
発
・
技

術
開
発
を
行
い
、
製
造
プ
ロ
セ
ス
開
発

等
を
確
立
し
、
事
業
の
種
を
創
出
し
ま

す
。

　

既
に
、
ワ
ー
キ
ン
グ
の
１
テ
ー
マ
が

共
同
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
化
さ
れ
取
り

組
み
を
推
進
中
だ
そ
う
で
す
。
こ
の
ス

テ
ー
ジ
か
ら
は
活
動
に
必
要
な
費
用
は

実
費
負
担
と
な
る
仕
組
み
で
す
。

取
り
組
み
を
強
力
に
サ
ポ
ー
ト
す
る

「
Ｒ
Ｄ
Ｍ
Ｍ
支
援
セ
ン
タ
ー
」

　

昨
年
４
月
け
い
は
ん
な
Ｒ
＆
Ｄ
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
発
足
に

先
駆
け
、「
Ｒ
Ｄ
Ｍ
Ｍ
支
援
セ
ン
タ
ー
」

が
組
織
化
さ
れ
ま
し
ま
し
た（RD

M
M

＝Research &
 D
evelopm

ent for 
M
onodzukuri through M

arketing

）。

　

同
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
持
続
的
に
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
創
出
す
る
連
携
の
ハ

ブ
（hub

）
と
な
る
組
織
で
す
。
マ
ー

ケ
ッ
ト
を
常
に
見
据
え
な
が
ら
、
サ
ー

ビ
ス
を
含
む
も
の
づ
く
り
の
た
め
の
研

究
開
発
支
援
を
行
い
ま
す
。

　

同
セ
ン
タ
ー
は
、
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム

活
動
の
事
務
局
と
し
て
参
画
企
業
の
優

れ
た
知
の
融
合
を
導
く
役
割
を
果
た
し
、

企
業
間
や
企
業-

大
学
間
の
連
携
を
促

進
し
て
い
く
う
え
で
重
要
と
な
る
未
来

マ
ー
ケ
ッ
ト
を
見
据
え
た
コ
ン
セ
プ
ト

づ
く
り
や
、
特
に
知
財
、
競
合
問
題
の

調
整
等
の
課
題
解
決
を
図
り
ま
す
。

けいはんなR&Dイノベーションコンソーシアムの具体的進め方



　

先
述
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
現
状
と

課
題
の
と
お
り
、
Ｉ
Ｔ
化
の
進
展
に
よ

り
、
製
品
、
サ
ー
ビ
ス
の
ラ
イ
フ
サ
イ

ク
ル
が
短
か
く
な
っ
き
て
お
り
、
大
企

業
×
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
や
大
企
業
×
ス

タ
ー
ト
ア
ッ
プ
企
業
の
取
り
組
み
で
は
、

比
較
的
短
期
間
で
の
成
果
が
求
め
ら
ま

す
。
一
方
、
け
い
は
ん
な
で
の
オ
ー
プ

ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
時
間
軸
は
、
２

０
２
０
年
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
イ
ヤ
ー
を

タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
す
る
取
り
組
み
や
「
30

年
後
の
け
い
は
ん
な
の
あ
り
方
」
を
考

え
る
な
か
で
、
ま
っ
た
く
新
し
い
ア
イ

デ
ア
を
事
業
化
す
る
等
、
中
長
期
の
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
も
対
応
し
て
い
こ
う

と
い
う
の
が
特
徴
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　

こ
う
し
た
取
り
組
み
を
支
え
る
け
い

は
ん
な
学
研
都
市
の
持
つ
ポ
テ
ン
シ
ャ

ル
と
し
て
は
、

・
三
つ
の
特
区

国
家
戦
略
特
区
、
構
造
改
革
特
区
、
国

際
戦
略
総
合
特
区

・
関
係
協
力
機
関
の
集
積

国
会
図
書
館
、
産
総
研
、
Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｔ
、

Ａ
Ｔ
Ｒ
、
Ｎ
Ｉ
Ｒ
Ｏ
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
、
京
都

府
等

・
機
軸
大
学
の
集
積

京
都
大
学
、
大
阪
大
学
、
京
都
府
立
大

学
、
奈
良
先
端
大
学
、
関
西
外

大
、
同
志
社
大
学
、
同
志
社
女

子
大
学
、
立
命
館
大
学
等

・
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
な
、
け
い

は
ん
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

住
民
参
加
に
よ
る
検
証
実
験
等

が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
こ
の
な
か

で
、
ユ
ニ
ー
ク
な
取
り
組
み
と

し
て
注
目
さ
れ
て
い
る
の
が
、

住
民
サ
ポ
ー
タ
ー
組
織
「
Ｃ
ｌ

ｕ
ｂ
け
い
は
ん
な
」
で
す
。
そ

の
設
立
趣
旨
は
「
け
い
は
ん
な

地
域
を
中
心
と
し
た
住
民
に

よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
を
形

成
（
自
主
登
録
制
）
し
住
民
の

ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ビ
テ
ィ
を
活
か

し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
、
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ（
ア
イ
デ
ア
検
討
、

有
効
性
検
討
等
）、
実
証
実
験
に
協
力

し
て
も
ら
う
」
と
い
う
も
の
で
す
。

　

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
の
「
あ
な
た
の

声
が
、
未
来
を
創
る
」
の
通
り
、
研
究
・

開
発
・
事
業
化
・
街
づ
く
り
等
に
お
い

て
、
住
民
の
目
線
で
の
意
見
を
反
映
し

よ
う
と
い
う
も
の
で
す
。
昨
年
１
１
月

初
旬
か
ら
会
員
募
集
を
開
始
し
ま
し
た

が
、
３
月
２
日
現
在
で
会
員
数
は
５
３

５
名
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

２
月
に
は
Ｗ
ｅ
ｂ
調
査
「
野
菜
に
関

す
る
意
識
調
査
」
３
月
に
は
「
住
民
コ

ラ
ボ
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」
を
実
施
、
企

業
・
行
政
の
応
募
者
を
交
え
て
実
施
さ

れ
ま
し
た
が
、
定
員
の
４
倍
の
応
募
が

あ
っ
た
そ
う
で
す
。

　

今
後
、
こ
の
恵
ま
れ
た
環
境
で
の
産
・

官
・
学
・
住
一
体
と
な
っ
た
取
組
か
ら

世
界
の
未
来
へ
貢
献
す
る
新
た
な
知
恵

の
創
出
と
、
知
の
交
流
を
通
じ
て
新
し

い
知
と
文
化
の
創
造
を
目
指
し
ま
す
。

お
わ
り
に

　

中
小
企
業
の
方
が
オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ

ー
シ
ョ
ン
取
り
組
み
に
あ
た
っ
て
感
じ

て
お
ら
れ
る
点
に
つ
い
て
筆
者
が
セ
ミ

ナ
ー
等
で
耳
に
し
た
項
目
を
ま
と
め
て

み
ま
す
。
①
中
小
企
業
は
組
織
も
小
さ

く
社
長
の
即
断
即
決
も
可
能
、
一
方
で

大
企
業
は
決
裁
プ
ロ
セ
ス
が
長
く
ス
ピ

ー
ド
感
が
欠
如
し
て
い
る
ケ
ー
ス
が
あ

る
。
長
期
化
す
る
と
資
金
面
に
も
影
響

が
で
る
。
②
上
か
ら
目
線
で
話
さ
れ
る

こ
と
が
あ
る
。
技
術
面
の
議
論
で
は
立

場
は
対
等
で
あ
る
べ
き
。
③
一
方
で
ア

ド
バ
イ
ス
し
て
ほ
し
い
こ
と
も
あ
る
。

技
術
や
ア
イ
デ
ア
は
秀
逸
で
あ
っ
て
も
、

特
許
、
税
務
、
法
務
、
財
務
の
専
門
知

識
が
十
分
と
い
え
な
い
企
業
も
あ
り
、

ア
ド
バ
イ
ス
を
期
待
し
て
い
る
場
合
も

あ
る
。
④
①
〜
③
を
理
解
さ
れ
て
い
る

方
が
担
当
者
で
あ
れ
ば
、
話
が
円
滑
に

進
む
と
い
っ
た
点
で
す
。
け
い
は
ん
な

の
Ｒ
Ｄ
Ｍ
Ｍ
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
こ

う
し
た
点
を
間
に
入
っ
て
円
滑
に
進
め

ら
れ
る
人
材
が
サ
ポ
ー
ト
さ
れ
る
そ
う

で
す
。
こ
れ
か
ら
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

に
お
お
い
に
期
待
が
も
た
れ
ま
す
。

（
㈱
京
都
総
合
経
済
研
究
所

調
査
部
長　

楢
舘
孝
寿
）
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